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はじめに

このドキュメントでは、Unified Computing System(UCS)Central Domain(UCS-C)でのiSCSI設定
の設定について説明します。

前提条件

要件

次の項目に関する知識があることが推奨されます。

Unified Computing Systemセントラルドメイン(UCSC)•
Unified Computing System(UCS)Managerドメイン(UCSM)•
ネットワーク設定•
vNICの設定•
iSCSI•

使用するコンポーネント

UCSセントラル•
UCS マネージャ•
ファームウェアバージョンUCSC 2.0(1q)•
ファームウェアバージョンUCSM 4.1(3k)•
シスコB200 M5•

このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このド



キュメントで使用するすべてのデバイスは、クリアな（デフォルト）設定で作業を開始していま
す。本稼働中のネットワークでは、各コマンドによって起こる可能性がある影響を十分確認して
ください。

設定

vNICの作成とネイティブiSCSI VLANの設定

1.新しいLANポリシーを作成するには、Navigationタブ> Create LAN connectivity Policyをクリッ
クします。新しいポリシーを設定するためのウィンドウが表示されます。

2.作成したLANポリシーで、新しいvNICを追加します。

3. vNICを作成したら、VLANタブに移動してiSCSI VLANを選択し、このVLANをネイティブに設
定する必要があります。



iSCSI vNICの構成

1.作成した同じLANポリシーで、iSCSI vNICに移動し、新しいiSCSI vNICを作成します。名前は
以前に設定したvNICと同じである必要があることを忘れないでください。名前がすでに設定され
ると、オーバーレイvNICが表示され、VLANがネイティブである必要があります。

イニシエータの構成

1.イニシエータを構成するには、navigationタブに移動し、Create IP Poolをクリックします。新
しいポリシーを構成するためのウィンドウが表示されます。



2.イニシエータIPアドレスを作成し、サブネットとデフォルトゲートウェイを構成します。

を参照。

3.前に作成したLANポリシー内で作成したIPプールを関連付けます。この手順を実行するには、
LAN policy > iSCSI vNIC > Identifiersの順に選択します。



4.イニシエータ名を設定するには、サービスプロファイルに移動し、Configure Static IDs > 
Identifiers > IQNの順にクリックして、スタティックIQNアドレスを設定します。



iSCSIブートパラメータ

1.新しいブートポリシーを作成するには、navigationタブに移動し、Create Boot Policyを
クリックします。新しいポリシーを設定するためのウィンドウが表示されます。

2. [ブート順序]をクリックして、iSCSIブートを追加します。ポリシーに追加されたら、を
クリックしてiSCSIターゲット名と必要なIPアドレスを設定し、ブートポリシーを
サービスプロファイルに関連付けます。

3. – サービスプロファイルを目的のサーバに関連付けます。

確認

正常な接続の例：
�

adapter 1/4/1 (mcp):2# iscsi_get_config�

�

トラブルシュート

1.次の例は、設定vNIC名が適切でない場合の設定エラーを示しています。vNICとiSCSI vNICの
名前が正しく設定されていることを確認します。

 2. pingが失敗したときの設定例を次に示します。
�

adapter 1/4/1 (mcp):3# iscsi_get_config�

�

次の方法が推奨されます。

iSCSIパラメータが正しく設定されていることを確認します。•
MTUの確認•
iSCSIブートオプションが正しく設定されていることを確認します。•
VLANが設定されているかどうかを確認します。•
使用しているVLANがインターフェイスで許可されているかどうかを確認します。•

�

FI-A(nxos)# show run interface ethernet 1/1�

�

Fabric InterconnectがMACアドレスを学習していることを確認します。•
�

FI-A(nxos)# show mac address-table vlan 72�

�

関連情報

UCS iSCSI ブートの設定例•
iSCSIの設定•

https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/servers-unified-computing/ucs-manager/116003-iscsi-ucs-config-00.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/servers-unified-computing/ucs-manager/116003-iscsi-ucs-config-00.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/servers-unified-computing/ucs-manager/116003-iscsi-ucs-config-00.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/docs/servers-unified-computing/ucs-manager/116003-iscsi-ucs-config-00.html
https://www.cisco.com/en/US/docs/storage/san_switches/mds9000/sw/rel_2_x/fm/configuration/guide/iscsi.pdf
https://www.cisco.com/en/US/docs/storage/san_switches/mds9000/sw/rel_2_x/fm/configuration/guide/iscsi.pdf
https://www.cisco.com/en/US/docs/storage/san_switches/mds9000/sw/rel_2_x/fm/configuration/guide/iscsi.pdf


翻訳について
シスコは世界中のユーザにそれぞれの言語でサポート コンテンツを提供するために、機械と人に
よる翻訳を組み合わせて、本ドキュメントを翻訳しています。ただし、最高度の機械翻訳であっ
ても、専門家による翻訳のような正確性は確保されません。シスコは、これら翻訳の正確性につ
いて法的責任を負いません。原典である英語版（リンクからアクセス可能）もあわせて参照する
ことを推奨します。


